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道沿いに人々の居場所をつくり、
歩く暮らしを支えるロッジア

④   畑や広場を使って食の教室や防災訓練。
⑤   回遊性のある庭と建築によるリハビリコース。
⑥   みはらし公園で地域の人と一緒にラジオ体操。

SITE
⑩ 近隣から庭木をお裾分けの実りの林。
⑪ 地域の伝統的な防風林「かしぐね」。
⑫ まちのシンボルとなる大きなカシの木 。

D

⑦ イドバタキッチンで子ども食堂。
⑧ 道畑でちょっとした野菜の自給自足。
⑨ まちと対話する子どもキッチン。

共に楽しむ食共に楽しむ食C

⑳ みはらし公園での遊びを支える
駄菓子カウンター。

㉑ 多様な設えで居場所を選
イドバタラウンジ。

㉒ 生物多様性を遊びながら学べる庭。

子どもの居場所G

B

① 「マルシェロッジア」で近隣農家の野菜市。
② 夜道を照らし、えんがわは登下校の子どもを見守る。
③ モビールとセットで多様な活動をうむマルシェ

くらしのなかの交通くらしのなかの交通くらしのなかの交通A

E

高齢者と子どもの居場所が重なる
「きどのミチ」での学び

伝え育む文化

⑰ 「きどのミチ」でみんなのアート作品を展示。
⑱ 看多機のお年寄りから昔遊びを教わる。
⑲ アカギテラスで子どもたちが伝統芸能に触れる。

F

⑭ 近隣の畑で農家さんと一緒に農業体験。
⑮ 休耕地で多様な人が関わるサツマイモや野菜作り。
⑯ 大人数で作業可能な「ジャブジャブ流し」のある

広い土間。

農の営み
近隣の農家と連携した、
農の資源とともにあるケア

公園と連携する
まちの子どもの溜まり場

内外が連続する大空間
イドバタラウンジ

ひととコミュニティの健康

多世代で食を愉しむ
イドバタキッチン・道畑

暮らしを楽しくする
みんなでつくり育む庭

まちをつくる歴史と自然

きどのイドバタ  - 風景と人の交わる”きどのミチ” 1.

2.

3.

一人ひとりと共に半世紀を歩んできた福祉事業と未来へのバトン
- 福祉事業者と建築家の協業によるまちづくり - 

地域の特徴と敷地選定：みはらし公園と繋がり暮らしの原風景を継承する

まちに開く「薫英会のケア」と「７つのコンセプト」

榛名山の緩やかな裾野に田畑と住宅街の広がる群馬県吉岡町。近年、急速な人口増加と開発が進み利便性
が向上する一方、高齢世帯を含む歴史ある地域ではコミュニティの希薄化や福祉的な課題も増えています。
2023 年にプロジェクトを始動し、町の人々のヒアリングやワークショップ、まちの暮らしを支える本質
を模索して『まちの未来と福祉をつなぐ７つのコンセプト』を策定し、ケアとまちの新しい拠点を考えて
います。
住宅街とともに農や自然の風景が残る木戸地区の緩やかな斜面を計画地として、人々の集う公園から地形
をなぞって緩やかに繋がる道『きどのミチ』の通る拠点『きどのイドバタ』を計画します。ケアサービス
と地域の人々が道でつながり、散歩の延長でこの拠点を訪れることで、多様な出会いを生み出します。

2023 年に立ち上げた「よしおかイドバタベース」の運
営と並行して、地域の人々へのヒアリングや地域への理
解を深め、拠点『きどのイドバタ』の基本計画を策定し、
冊子を作成しました。法人でケア事業を支えるスタッフ
とともに地域の子供から高齢者によって挙げられた約
600 の意見を集約し、「薫英会のケア」を核とする「７
つのコンセプト」を抽出しました。
ケアの事業を基盤としながらも、そこに留まらずに制

度を超えた多様な場所を創出するよう「きどのミチ」が
場所と場所を繋ぎ、風景へと連続していきます。ここで
は、地域の自然資源と農の風景やそれを体験する食の
拠点、伝統文化を伝え育む活動、町で育てる子どもの
居場所や、健康づくりの活動など、あらゆる世代・時間・
背景を紡ぐ思考が、建築や庭づくりによって実現されて
いきます。

私たちは 47 年前、” 地域に障がいのある人達の居場
所を” という想いから障害者支援施設を開設し、一
人ひとりの想いや暮らしの変化、地域ニーズに応え
ながら障がい福祉、高齢者福祉の事業を展開し、縦
割りの制度を横断した「制度の枠にとらわれない福
祉」に取り組んできました。
その歴史のなかで、私たちが大切にしてきたのは、
地域との繋がりです。現在の法人拠点が住宅街から
離れた場所でありながら多様な取り組みを継続して
おり、なかでも 40 年以上続く夏の納涼祭では 400 名
以上の人々が当法人の芝生ひろばを訪れます。高齢

者や障がいのある人、地域住民や子どもたちなど、
あらゆる人が櫓を囲む様子は、ケアの相互作用「共生」
の風景を創出しています。
2023 年、この先も地域と共に生きる風景づくりを目
指し、建築家と共に地域を考える「よしおかイドバ
タベース」の運営を開始しました。ここで仲間たち
と共に志を育てながら、これまでの福祉実践と地続
きになる拠点プロジェクト「きどのイドバタ」を立
ち上げ、10 年、20 年後の地域の豊かな暮らしや風景
づくりへ向けた実践に挑戦していきます。

吉岡町は群馬県で最も人口増加が大きく、榛名山の裾野田
畑・牧地の広がる自然豊かな町です。移住者が多く開発が
進む町の東側「大久保地区」に比して、西側は文化や歴史
の面影がありながらも少子高齢化が進み、独居高齢者の住
まいが増え、コミュニティの希薄化が顕在化しています。
新たな拠点を考えるにあたり複数の候補地を挙げて検討
し、最終的にはこの先の福祉課題を抱えるであろう町の西

側「吉岡町南下木戸地区」の一角を選定しました。農の風
景とともに古くからの民家があり、町民の憩いの場である

「城山みはらし公園」や貯水池などの風景に連続する土地
です。この土地に、地域の原風景を継承しながら、公園で
遊ぶ子供たちや農の営みと連続する新たな拠点「きどのイ
ドバタ」を計画します。

社会福祉法人　薫英会 
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「きどのイドバタ」竣工

ワーク生活
介護事業

基本計画構想 基本設計 実施設計 工事監理

第1回
納涼祭

建築計画

地域との
関わり

第2回
納涼祭

自衛隊もちつき

第43回 納涼祭 第3回 よしおかイドバタベース WS 吉岡町のふくしとまちづくりコンセプトブック地域の憩いの吉岡町民プール
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づくり
寺子屋

・学習支援
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スタッフ
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スタッフ
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スタッフ

栄養専門
スタッフ

町外
出身者

将来の
町民

乾燥芋農家 中学生 小学生
地域の高齢者

ファームスタッフ

農家

よろず相談
スタッフ

大学生
学生ボランティア

町民
ボランティア

イベント
スタッフ

介護・支援
スタッフ

地域の農家
デイサービスで
農作業のお手伝い

獅子舞・太鼓
地域のボランティア
グループによる指導

ご近所の方々
樹木や農作物の
種を譲り受ける

地域の小中学生
日常的な居場所
としての
関わり合い

民生・
児童委員

まち語りスタッフ

第1回
よしおか

イドバタベース

障害者就業・
生活支援センター

みずさわ

・看護小規模
多機能型居宅介護

・放課後等デイサービス
・小規模保育

制度上の福祉事業
制度からこぼれる
枠組み・地域福祉

・子ども食堂
・駄菓子屋
・見晴らし公園と連携した

活動
・文化歴史の伝承への

取り組み
・休耕地の活用事業
・まち歩きの拠点



利用想定：看護小規模多機能型居宅介護

青木さん

きどのミチから居間・食堂、キッチン、小上がりを見る

・農業の知識や昔話など、私たちの知識や能力を若い世代
へ伝えられる場所が欲しい。
・地域の高齢者の集まりがなくなってしまった。一人でも
気軽に参加できる交流の場が欲しい。

くるまの庭

マルシェ広場

２期工事想定範囲
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認可型小規模保育事業看護小規模多機能型居宅介護放課後等デイサービス
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冬の空っ風を防ぐ防風林
「かしぐね」

農作業に便利なジャブジャブ流しと、
外からアクセスできる広い倉庫

建具を開け放って、一体で利用できる
イドバタラウンジとイドバタ広場

土間を介して、家に帰るような
落ち着きのある宿泊室

赤城山を眺めるアカギテラス、
ステージのように使えるアカギ広場

職員の休憩のほか、マルシェ広場イベント
時に一体利用ができる休憩ラウンジ

宿泊利用の多いときは間仕切って宿泊室
として利用できる小上がりと居間・食堂

敷地の勾配を利用した雨のみちみはらし公園で遊ぶ子どもが
駄菓子を買ったり、遊び道具を
借りられる駄菓子スタンド

みはらし公園に面し、広いマルシェロッジア
とともにイベントに使えるマルシェ広場

きどのミチ

駄菓子スタンド駄菓子スタンド

道畑
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富岡さん (農家 )

連携想定：農業支援
・知人農家は高齢で農業を続けられず、畑を使っ
てくれる人がいると喜ぶ。
・作物の育て方、道具の使い方などを教えられる。
・余った野菜を野菜市で格安で売ったり、子ど
も食堂や福祉の活動に寄付したい。

マルシェ広場からマルシェロッジアを見る

利用想定：放課後等デイサービス

小川さん

・私のような障害がある子どもを持つ親が
悩みを相談できる相手と出会いたい。
・子どもがいろんな大人と関われる環境が
あると、自主的に行動する力がつくと思う。

きどのミチから訓練指導室、小上がりを見る

テラスから保育室を見る

荒巻さん（地域に詳しいお年寄り） 

・地域の子どもが遊べる場が必要。大きな公園
だけでなく暮らしのそばのちょっとした居場所。
・子どもを持つママさんたちの繋がりが少ない。
子育ての場の近くに大人も集える場を。
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夏至南中高度
冬期のからっ風に対して高さ
を抑えた北側の庇

冬至南中高度

夏の重力換気も対応する開口部夏の強い日射を防ぎ
冬の日射は室内に取り込む
南側の庇
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放課後等デイサービス

居間・食堂

看護小規模多機能型居宅介護 認可型小規模保育事業

開放的でステージみた
いな小上がりだね！駄菓子屋で

なにを買おうかな
スロープだから色々な
場所に行きやすいね

今日は何のマルシェを
やっているかな？

テラスで赤城山に向かって
歌の発表会をしよう！

子どもの声が聞こえて
元気が出るなぁ

イドバタベース

薫英会
設計チーム

　まちの人々

意匠設計

構造設計

設備設計

常務理事
（障害者支援施設)

理事
（特別養護老人ホーム）

ランドスケープ
デザイン

子ども食堂
オーナー

マルシェ
参加・主催者

地域のお父さん
・お母さんたち

学童クラブ
運営者

相談支援事業員

法人職員 多様な分野の
ケアのプロ
フェッショナル

農家

様々な世代の
地域の人々

平面図 S=1:250

長手断面図　S=1:250

短手断面パース

建築概要
敷地面積
延床面積
用途地域等
構造規模

2643.24 ㎡
720.00 ㎡
非線引地域
木造平屋

登り梁

@2.73m

≒60m

1.2 寸勾配

敷地周辺は冬季に強い北西風「からっ風」
が吹きつけ、厳しい気候となる事が多いた
め南東から北西へ降る片流れ屋根が、冬の
からっ風を防ぎ、夏の季節風を取り入れま
す。また、伝統的な防風林「かしぐね」を
敷地北側に計画し、地域の風景に溶け込無
計画とします。
大きな庇による日射のコントロール
南に最大 2.7m 出る庇が、夏の日差しを遮
り、冬は屋内まで陽を取り入れます。
雨水を利用した庭の環境づくり
屋根型により北東の一角に集まる雨水を

「雨のみち」で誘導し、敷地南東の「雨の池」
の水源とすることで、敷地内に自然の水
の循環を形成する。

傾斜地に対応する架構計画
1.2 寸勾配の登り梁の木架構の妻面を敷地
の傾斜する方向に連ねることで、ひとつ
ながりで抑揚のある空間を計画します。

開放的な立面を実現する
市松状の耐力壁

傾斜地に対して長い立面の全体に渡って
開口を配置するため、耐力壁を市松状に
配置し、立面の意匠性と構造の合理性を
両立します。

・既存の地域コミュニティは重
要と理解しつつ、若い世代に
は負担が大きいと感じること
もある。

・みんなが思い思いに過ごしつ
つ、人のつながりを感じられ
る緩いコミュニティ拠点があ
るといい。

昨今の建築工事費高騰を鑑み丁寧なコ
スト計画が重要と考えます。そこで、
独立行政法人福祉医療機構が公開して
いる福祉施設の建設費状況（令和 5 年、

プロジェクトの推進にあたり、引き続
き福祉事業主体たる薫英会と主たる設
計者間で事業実施へ向けた連携を行っ
ていきます。今後も設計・施工期間を
通じて「よしおかイドバタベース」を
定期開催し、これまでに出会った地域
のキーパーソンをはじめとする多様な
人々と連携を深め、ケアとまちづくり
の拠点としての 『きどのイドバタ』のあ
り方をより具体的に検討して行きます。

関東甲信、148.8 万円 / 坪）を参照し、
直近の建設費上昇率から着工予定の令
和 7 年までの建設費の上昇率（1.26 倍）
を予測し、建設費を算出しています。

連携想定：子ども食堂
・子どもを持つ母として、子ども

の居場所の不足を感じている。
・多世代が交流できる場所で子

ども食堂や、親子料理教室、
利用者も一緒にレシピを考え
る活動をしたい。三鍋さん 佐俣さん

近隣のご家族

4. 平面計画

5.

6.

断面計画

東西方向に 109m、南北に 29m という長細く緩く傾斜する地形を生かし、建物の中を穏やかに上下移動
できるような、道のような建築を計画します。みはらし公園から続く「きどのミチ」を歩くと、放課後
等デイサービス、看護小規模多機能型居宅介護、認可型小規模保育が連なり多世代の暮らしの場が雁行
配置で展開し、自然資源の特徴を生かした外構計画とともに建物内外へと多様な居場所を計画します。

敷地内での高低差 4.6m に約 86m の長細い建築を配置し、
1/25, 1/50 といった緩やかなスロープで降っていくことで、
ベビーカーを押す人や車椅子の人が気兼ねなく「きどのミ
チ」を行き来できる断面計画としています。また、南面に
対して屋根勾配を上げ、軒のラインを水平に保ちながらも
奥行きや床の高さが変化することで、一定な屋根の下に様々
な光環境、気積を生み出します。

構造計画 7. 設備計画
季節の風向きに応答する屋根・植栽計画

9.

10.

この先を共に考えるチームづくり

工事費高騰を見据えた建設コストの計画

8. きどのイドバタで活動するプレイヤー

耐力壁

耐力壁




